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温泉街伊東から 5km程南下した処にJfl奈という漁師
町がある。ここでは毎年 10月下旬から 1月にかけてイ
ルカを独特の追い込み漁法で捕獲し，その肉を食用とし
て出荷している。海面を竹竿で叩いたり，海中に先を入
れた鉄管をカンカン叩いて沖合いのイルカの群を湾内の
浅瀬まで追い込み，一頭ずつ漁師達が抱きかかえて獲え
る光景は勇壮でもあり，またユーモラスでもある。
脳の比較解剖の教材用として鯨類の脳を手に入れるた
めに川奈へ行き，一頭丸ごと購入し，すぐに formalin
で濯流固定し，大学へ持ち帰って脳を摘出した。入手し
たイルカは歯鯨に属する若い雄のアラリイルカ州であっ
た。
さて問題の脳であるが，一見して脳は前後方向に圧縮
された形をとり，大脳半球が後方に大きく伸びて小脳を
被い，脳回，脳溝も非常に複雑多岐なのに驚かされる。
ここで鯨類の脳に特徴的な点を幾っか拾って簡単に紹介
してみたい。
日臭覚とE臭覚系: 嘆球，嘆索はまったく欠如している
(図 3)。嘆覚の退化について，水中での嘆覚不要説，嘆
気孔の発達による二次的退化説などあるが，どれも説得
力に乏しい。無嘆覚のイルカにも辺縁系はすべて存在し
ているが，その内で海馬，脳弓，乳頭体の発達は悪いと
されている。辺縁系で発達の悪い核群をすぐ嘆覚と結び
つけて考えるのは早計であろうが，鯨類の嘆脳を精査す
ることにより，嘆覚が辺縁系に与えている影響を解明で
きるかも知れない。
聴覚系z 生態観察から，イ Jレカは 150Hzから 150 
KHzの音に応じ，仲間と交信したり， 超音波を出して
その echoを聴いて行く手の障害物を感知し (echoloca-
tion)ながら泳ぐことが解ってきた。脳神経中， 内耳神
経は三叉神経についで太い神経であり，しかもその内，
蛸牛神経の占める線維数は前庭神経の 9倍はあるとい
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う。蝿牛神経核は背側核が痕跡的なのに反し，腹側核が
良く発達し，上オリーブ核，外側毛帯も大きい。下丘
は，非常に太い中脳水道の背側部に正中線よりやや外側
に堂々とした一対の隆起をつくっている(図 4)。内側
膝状体も良く発達しているが，大脳半球への投射はよく
判っていない。聴覚系の発達の程度は， echolocationを
するコウモリのそれと似ており，両者を比較検討するこ
とにより，生物体のレ{ダー機構が解明できるかも知れ
ない。
小脳: 陸棲晴乳類の小脳の全脳重に対する割合が 10
%位であるのに，鯨類のそれは 15~20% と飛び抜けて
大きな小脳の持主であることが分る。日本と並ぶ捕鯨国
ノルウェーのオスロ大学の Jansenの研究によると，鯨
類の小脳各部の発達はヒトに比べて著しい差があること
が解った(図 5)。前葉が小さいのは局在関係から鯨類
の四肢の退化と，単小葉虫部や傍正中小葉の発達は頭や
尻尾の発達に呼応しているとしている。しかし，半球部
の約 1/2を占める傍片小葉の発達の意義は謎である。下
オリーブ核群と小脳各部との発達程度は，他晴乳類での
両者の結合関係の実験結果とまったく矛盾しており，研
究者達を苦しめている。
大脳半球= 後頭部， 側頭部の発達が著しく， 脳回，
脳溝もヒトのそれを上回わる程複雑である。しかし，脳
溝のパターンは食肉類のと原則的には同じであり，垂直
に近い sylvius溝の周囲を馬蹄型に，外 sylvius溝，
上 sylviuo溝がほぼ並行に走り，これらから二次的な
小溝が伸びている(図  2)。脳染は大脳半球の発達に比
し小さい(図 4)。
ギリシャ神話に出てくるアリオンを救けたイルカの
話，プリニのイルカに乗った少年(図 1)の話など，イ
ルカの知能の高さを思わせる話であるが，これらはまっ
たく根も葉もないお伽噺であろうか。
州 Stenellaattenuata，マイルカ科スジイルカ属， 体長1.32m，体重 25.2kg，脳重 750g (formalin固定後)，
歯式， 42 (右) 41 (左)/40 (右) 41 (左)
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大脳皮質は薄いが組織学的には他暗乳類と基本的には
同じである。細胞密度が低いというが，一般に脳重が増
せば密度は下がる傾向にあり，すぐ機能の優劣と結びつ
けがたい。なお，皮質の局在関係については，ほとんど
不明で、ある。
パーゼル大学の Portmann らは脳重と体重の比率だ
けでなく，晴乳類中一番原始的な食虫類の脳幹を規準尺
度として，各晴乳類の全脳，小脳，および大脳外套と規
準尺度との比率も考慮し，晴乳類の脳を発達段階順に並
ベた。イルカは， ヒトについで、二番目に高い数値をもっ
ことが判ったが，こうした数値の比較から知能の発達程
図3. 腹 側 面 度が分かるとは思えないが，一応，イルカはかなり分化
した脳をもった動物であると考えてもよさそうである。
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